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Automatic generation of questions from product manual sentences 
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In this research, as the first step to develop a system that automatically generates related question answer pairs from sentences 
in a product manual, we present a method to automatically generate question sentences from manual sentences.  As the result 
of experiments with a data set of about 1400 sentences,  we obtained BLEU score of 62.11 by comparing generated sentences 
with manually prepared question sentences. 
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MeCab(http://mecab.sourceforge.jp/)

Jing [Jing 1999]

 

(1)
(1)

< - 1>
< -

> < - >
 <

- >    < - > < - >

 
-

TF-IDF k-means

ID  

 

(1) 
(2) 2

k rep_k
m  

2.2 (1)

3

  
m MeCab rep_k

m
m m' m

m
 

2.2 (1) rep_k m'
rep_k m'

rep_k
m'

 
. 

学
習
フ
ェ
ー
ズ

学習に使用するマニュアル文とそれに対応した質問文

音が急に大きくなる

マニュアル文

音が大きくなったときは？

質問文

(1)マニュアル文と質問文の対応付け

音 が 急 に 大きく なる

マニュアル文

音 が 大きく なっ た とき は ？

質問文

(2)マニュアル文と質問文の代表テンプレート化

テンプレートID マニュアル文テンプレート 質問文テンプレート
１ <名詞-一般> が 急 に <形容詞-自立> <

動詞-自立>
<名詞-一般> が <形容詞-自立> <動詞
-自立> た とき は？

２ <名詞-固有名詞><名詞-一般>→約４９～
８９分

<名詞-固有名詞><名詞-一般>で炊き
たい。

３ ・・・ ・・・

質
問
文
生
成
フ
ェ
ー
ズ

音が鳴ったら…

入力マニュアル文

ID マニュアル文
テンプレート

質問文
テンプレート

1 <**>が … <**> が<**>ったとき
は？

5 <**>は… <**>は<**>できるか.

… ・・・ ・・・

質問文
音が鳴るったときは？
音は鳴るできるか.

・・・

(2)質問文の単語置換

(1)候補テンプレートの抽出
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. MeCab
mecab-ipadic-NEologd

https://github.com/neologd/mecab-ipadic-neologd  
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BLEU[Papineni 2002]
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